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オンラインリアルタイム地図情報とリンクした
総合河川情報システム
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総合河川情報システム画

面表示例

ディジタル地図情報を採

用し,ビジュアル画面表示

を実現した｡

雨量,水位の観測局は,

緯度･経度情報で画面上に

自動配置され,降雨量およ

び河川水位は.リアルタイ

ムに自動更新表示される｡

河川流域の急速な開発が進む中で,安全で自然と調和した豊かな生活を実現するため,洪水対策や水資源の有効利用,環境

保全などの河川管理はますます重要になっている｡

建設省と地方自治体は.河川管理の支援システムとして,河川流域の雨量や水位などの情報をオンラインリアルタイムに処

理するシステムをすでに稼動させている｡現在は,さらに,河川管理の効率化や,地域住民の多様なニーズにこたえるための

情報公開など,河川行政の高度情幸馴ヒに対応できる新しいシステムの構築を進めている｡

今臥 日立製作所が開発した総合河川情朝システムでは,河川の状況監視にG】S(GeographiclnformationSystem:地理情

報システム)技術とイントラネット技術を導入した｡河川水位や雨量などの観測データと河川流域地図,河川断面などの河川流

域地理情報を重ね合わせて表示する,ビジュアルで管理者にフレンドリーな情報提供,観測設備の変更にも柔軟に対応するこ

とのできる情報処理機能などを中心としたヒューマンインタフェースを特徴としたシステムである｡

はじめに

建設省は,治水･利水対策事業の-･環として,全国の

一級河川を対象とした河川情報システムを導入してき

た｡このシステムは,河川流域の雨量や河川水位などの

水文デーダポ)をオンラインリアル タイムで一元管理し,

河川管理の支援システムとして,洪水時や渇水時に大き

な効果を発揮している｡

この河川情報システムの果たす役割は,今日の河川流

域での人l‾l,産業,社会賛本の増大に伴い,ますます重

安となってきた｡また,このような河川流域の発展によ

り,洪水の形態や水害の様相も大きく変化してきている｡

※)水文データ:河川水位,流量,流域降雨量など,河川状況にかかわるデータ
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この変化に対応するため,情報の収集,処理,提供な

ど,情報管理のいっそうの充実がシステムに必要とされ

ている｡

建設省は,このような背景の下に,(1)地方自治体管

理の河川も含めた情報収集量の増大と高速化,(2)情報

伝達の高度化と安定化,(3)情報表示機能の充実を図

り,観測設備などの変更に柔軟に対ん占できる総合河川情

報システムの導入を推進している｡

総合河川情報システムの概要を図1に示す｡

ここでは,情報の収集･管理機能,および迅速かつ正

確な意思決定のためのヒューマンインタフェース機能を

中心に,建設省の指導の下に口立製作所が今回開発し

た,東北地方建設局の総合河川情報システムについて述

べる｡

河川情報システムの役割

2.1河川管理の概要

河川管理は,(1)洪水災害の未然防止と拡大防止を目

的とした｢高水時の管理+,(2)工業用水,農業用水,飲

料用水などの確保と水質維持改善,河川敷や流域の環境

保全などを口的とした｢低水時の管理+に人別できる｡

高水時の管理は人命と財産に直接かかわるものであ

り,河川管理の最重要事項として,整備,強化が図られ

てきた｡このために,河川水位や雨量などの観測設備の

eし
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図1 総合河川情報シス

テムの概要

建設省の総合河J叶情報シ

ステムは,本省の総括局を

頂点とした全国規模のネッ

トワークを構成しており,

河川管理の支援システムと

して,洪水時や渇水時に大

きな効果を発揮している｡

整備と,この観測設備から得られる情報管理が必要であ

る｡現有の観測設備を有効に活用し,河川管理者が情報

を共有し,的確で効率的な河川管理業務を支援する｢高

度情報管理システム+が重要視されている｡

2.2 河川情報システムの位置づけ

抑Il管理業務■支援システムは,総合河川情報システム

を巾核とし,レーダ雨量計システムや,財団法人河川情

報センターなどの関連機関システムから成る大規模な情

報管理システムである｡その概要を図2に示す｡

総合河川情報システムは,総括局(建設本省システム)

を頂点とする階層構成となっている｡中枢局(地方建設

局本局システム)が管理している情報は,地方自治体や

電力会社などの関連機関とインターネットを介して一般

にも公開され,水防活動などに利用されている｡

システムの構成と機能

東北地方建設局本局のシステム構成を図3に示す｡

このシステムでは,16か所の集中局(工事事務所およ

び県)から,雨量･水位一水質･ダム諸量･積雪･各種

予警報など,一度に約5,000項目のデータを10分周期で収

集する｡このデータは河川情報サーバで7H間保存し,局

内のLANに接続した水防専用端末装置,大画面表示装

置,各職員のパソコンで検索表示できる｡さらに,管内の

予･警報発令状況をCATV(Cable Television)システム
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昆

で局内のテレビに放映する〔〕また,これらのデータは建

設本省,財州法人河川情報センター,気象台,県などに

配信し,一般にもインターネットを介して公開している｡

河川情報サーバはこのシステムの中核装置であり,ク

ラスタ構成による二重化システムを採用し,信頼性を確

保している｡

本局と事務所内の機器はおのおのの所内LANに接続

し,本局と事務所間のLANはルータで接続している｡

本局と事務所間の通信回線には,データ伝送の安定性

確保のため,抑tl系オンラインデータ伝送専用の回線を

割り付けてある｡また,データ伝送の信頼性確保のため,

専用回線の異常に備え,交換回線〔ISDN(Integrated

Services DigitalNetwork)局内線〕によるバックアップ

も‾ifr能とした｡専用回線とバックアップの交換1可線は,

ルータで自動切換する｡

システムの特徴

(1)ディジタル地図情報の採用

両面表示用の河川流域地凶にはディジタル地凶を採用

した｡この地図データは,GIS技術を導入することによ

り,汎川のディジタル地図データと凶上数値情報から自

動で生成した｡〕ディジタル地図は,緯度･経度を基準と

して作成される｡このため,観測所の位置を示す緯度･

経度情報から,地図上にオンラインデータを1‾仁確に配置

したり,河ノーl水位の値から地図上の管轄区間のリアルタ
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河川水位

‾‾‾ん‾＼ 図2 河川管理業務支援

システムの概要

総合河J什情報システムを

中核とした,大規模情報管

理システムの概念を示す｡

イム変色や,河川断面との重ね合わせ表示などを行うこ

とにより,河川流域地図とオンラインデータの統合表示

が可能となった｡

さらに,水位や雨量などの観測局の追加,設置位置の

変更に対しても,観測局の緯度･経度情報の追加,変更

を行えば地図上に自動再配置できる｡

(2)WWWサーバによる情報提供

情報提供の手段としてWWW技術を導入した｡

河川管理者は,必要とする情報を端末のWWWブラウ

ザインタフェースで容易に人手でき,さらに,ブラウザ

を組み込んだクライアントマシンがあれば,おのおのの

デスクからの情報検索も可能である｡また,端末の追加

にも容易に対ん♭できる,柔軟性の高いクライアント･サ

ーバシステムを実現した｡

(3)データベースサーバの整備

データベース構造とハードウェア,OS(Operating

System)などのプラットフォームを規格化した｡これに

より,本局システムで開発したソフトウェアが⊥二幸事務

所システム(集中局)にも適用でき,東北地方建設局管内

でのヒューマンインタフェースが統一できた｡

また,保守も含めた設備の取り扱いも統一し,担当者

の異動にも容易に対応できる設備とした｡

(4)J試問通セーiプロトコルの整備

本局システム(中枢局)と事務所システム(集中局),集

中局と集中局などの局憫通信プロトコルを整備し,局間
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図3 本局システムの構成

東北地方建設局本局システム(中枢局)の構成を示す｡水文データは各工事事務所から専用回線を使用したLAN間接続により,本局河川情報

サーバに伝送され,保存される｡河川管理者は,必要とする情報を端末のWWWブラウザインタフェースで容易に入手できる｡

接続を容易とした｡この通信プロトコルでは,給括局

(本省)と中枢局間の規格を基本に,東北地方建設局で必

要とされる事項を追加し,整備した｡関係機関にもこの

手順で接続している｡

また,予･警報などのメッセージには,汎川データベ

ースのレプリケーション(複製)機能を採用し,アプリケ

ーションプログラムを介することなしに局間のメッセー

ジ伝送を実現している｡

おわりに

ここでは,東北地方建設局の総合河川情報システムに

ついて述べた｡

このシステムでは,ディジタル地図情報,WWW技術,

汎用データベースなどの新技術を取り入れ,旧システム

に比べて,機能と性能の大幅な向上を凶った｡

今後は,高度情報処理技術の動向や関係桟関のニーズ

にこたえ,河ノーl行政の高度情報化の実現に向けて取り組

んでいく考えである｡
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